
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第１４教区第２６８番圓應寺 

住所：福島県相馬市中村字川原町１６４ 

 

寺院の被害 

・地震により、本堂、庫裡が半壊し、山門屋根瓦が全損、物置小屋等が 

全壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・放射能汚染の影響があるが、寺院所在地の放射能線量は低いと考えて 

いる。 

・檀信徒の離散や放射能汚染の問題、後継者問題や経済的問題等、先の 

見通しが立たない状況に、精神的にも肉体的にも疲労している。 

檀信徒の現状 
・震災で自宅に住めなくなった檀家があり、数軒が離檀した。転居先が 

把握できていない方もいる。 

地域の現状 － 

復興の状況 

・４割程度復旧が進んだが、完了までどれくらいの時間がかかるかは分か

らない。 

・平成２４年１１月、山門等の屋根修復工事が済んだ。 

・本堂、庫裡は応急修理を施し現在にいたるが、本堂は平成２５年１０月

に本格的な修復工事に着手する予定。 

・庫裡の修復工事は未定である。 

（H25.9.11現在） 

写真なし 


